
2026 年度 出題の意図 
 

科目名：国語 「現代の国語, 言語文化」(*漢文を除く) 
 
高等学校の教育課程において修得した基礎学力を重視します。2026 年度一般選抜の試験問
題は、漢字、近代以降の文章、古文を出題し、漢文は出題しません。近代以降の文章・古文
ともに、基本的な読解力や知識を問うことを軸にして、「思考力・判断力・表現力」を問う
問題が出されます。複数の文章を読み比べて思考を深めたり、生徒の対話を通じて読み解い
たことを判断したりするなど、問題形式も様々です。 
また、漢字は単に読み書きの能力を問うばかりでなく、四字熟語や慣用表現を問う場合もあ
ります。日ごろから、日本語への関心を高く持っておいてください。 受験生の皆さんは、
まず教科書の内容をしっかりと理解したうえで、過去問題などを活用して問題演習を十分
に行ってください。 



2026 年度 出題の意図 
 

科目名：国語（グローバル・メディア・スタディーズ学部独自問題） 
「現代の国語, 言語文化」(*古文・漢文を除く) 

 
高等学校の教育課程において修得した基礎学力を重視します。 
2026 年度一般選抜の試験問題は、原則としてこれまでの出題傾向と大きく変わりません。
漢字や熟語などの基本的な国語力だけでなく、「思考力・判断力・表現力」を測るため、現
代のメディアや情報、そしてグローバル社会の様々な事象について、客観的に把握する能力、
論理的に考える能力を問う出題を予定しています。 
受験生の皆さんは、まず教科書の内容をしっかりと理解した上で、過去問題などを活用して
問題演習を十分に行ってください。また、それだけにとどまらず、日頃から、新聞、雑誌、
書籍を読む習慣をつけ、国内外の出来事に幅広く興味を持ち、それらをもとに自ら考える力
を養うように心がけてください。 



2026 年度 出題の意図 
 

科目名：日本史 「歴史総合,日本史探究」 
 
高等学校の教育課程において修得した基礎学力を重視します。一般選抜において「日本史」
を選択される方は、高等学校で「歴史総合」「日本史探究」を履修しておくことをお勧めし
ます。受験生の皆さんは、まず教科書の内容をしっかりと理解したうえで、過去問題などを
活用して問題演習を十分に行ってください。 
2026 年度一般選抜の試験問題は、原則としてこれまで実施してきた問題の傾向と大きくは
変わりません。また、知識を問う問題だけでなく、「思考力・判断力・表現力」を測るため、
資料（史料）を読ませたり、多角的に理解を問うたりする問題は、今後も継続して出題する
方針です。 
そのような出題傾向に対しては、教科書や用語集を使って勉強することが基本です。ただし
その際、教科書本文のゴチック体（太字）だけでなく、補注、図表、地図、統計などにも目
を通しておくことが重要です。その際は単なる暗記ではなく、歴史の展開過程を因果関係に
基づいて説明できるよう、それを目指して勉強してください。そうすれば、結果的に、歴史
の勉強が楽しくなるはずです。 



2026 年度 出題の意図 
 

科目名：世界史 「歴史総合,世界史探究」 
 
高等学校の教育課程において習得した基礎学力を重視します。一般選抜では、高等学校の
「歴史総合」と「世界史探究」が扱う範囲から出題されます。 
問題では、知識だけではなく「思考力・判断力・表現力」が問われます。用語の単純な意味
を問う問題のほか、歴史的な事象を時系列に沿って把握しているかどうかを問う問題、現代
的な諸課題の形成にかかわる近現代の歴史を史資料の読解に基づいて理解できているかど
うかを問う問題、用語を正しく書くことを問う問題などの出題を予定しています。大問の構
成や記述式問題の配分などの出題形式については過去問題が参考になります。 
受験生の皆さんは、まず教科書の内容をしっかりと把握した上で、山川出版社の『山川歴史
総合用語解説』や『世界史用語集』などで基本事項の理解が定着しているかどうかを徹底的
に確認してください。その上で、過去問題などを活用して十分な問題演習を行ってください。 



2026 年度 出題の意図 
 

科⽬名：地理 「地理総合,地理探究」 
 
⾼等学校の教育課程において修得した基礎学⼒を重視します。2026 年度⼀般選抜の試験問
題は、⾼等学校の「地理総合」と「地理探究」があつかう範囲から出題されます。知識を問
う問題だけでなく、「思考⼒・判断⼒・表現⼒」を測るため、地図や統計表等から総合的に
判断して読み取った情報を、⽂章や地図・グラフ等で表現して解答する問題や、解答を導く
ために計算を要する問題の出題も予定しています。 
受験⽣の皆さんは、まず教科書や地図帳の内容をしっかりと理解したうえで、過去問題など
を活⽤して問題演習を⼗分に⾏ってください。 



2026 年度 出題の意図 
 

科目名：公共,政治・経済 「公共,政治・経済」 
 
高等学校の教育課程において修得した基礎学力を重視します。一般選抜において「公共、政
治・経済」を選択される方は、高等学校で「公共」および「政治・経済」を履修しておくこ
とをお勧めします。2026 年度一般選抜の試験問題は、原則としてこれまで実施してきた問
題の傾向（政治 50％：経済 50％）と大きくは変わりません。また、知識を問う問題だけで
なく、「思考力・判断力・表現力」を測るために、教科書や資料集の表・グラフから総合的
に判断するような問題や、社会に対して興味を持っているか否かを測るために、新聞・ニュ
ースからの時事問題を部分的に出題する可能性もあります。受験生の皆さんは、まず教科書
の内容をしっかりと理解した上で、過去問題などを活用して問題演習を充分に行ってくだ
さい。 



2026 年度 出題の意図 
 

科目名：数学 「数学Ⅰ,数学Ⅱ,数学 A,数学 B (数列) 」 
 
従来通り、数学についての基礎的な知識・計算力・思考力を受験生に求めます。特に、問題
を読解し、論理的な思考により、正しい答えを導く応用力を重視しています。高等学校の教
育課程において修得した基礎学力を重視します。 
受験勉強に際しては、教科書を全て理解し、練習問題・章末問題を自力で解けるようにして
おくと良いでしょう。更に、教科書のコラムや発展的な話題について知っておくことは損に
はならないと思います。受験生の皆さんは、まず教科書の内容をしっかりと理解したうえで、
過去問題などを活用して問題演習を十分に行ってください。 
記述式の問題では、数式やグラフを描くことで、数学的な表現力を測る問題もあります。グ
ラフについては、軸の目盛りやグラフとの交点、極大・極小点等の座標を記入するようにし
てください。 



2026年度 出題の意図 
 

科目名：数学（医療健康科学部独自問題） 「数学Ⅰ,数学Ⅱ,数学 A,数学 B (数列) 」 
 
高等学校の教育課程において修得した基礎学力を重視します。出題される問題は、入学して
から学習する専門科目で必要となる基本的な計算力、数学的な思考力を問うものです。その
ため高等学校で学習した基本的な知識を柔軟に応用できれば解ける問題です。 
問題は大問が３題出題され、マークセンス方式によって答えを選択解答する形式の問題と
答えのみあるいは答えを導く過程を含めて記述解答する形式の問題が出題されます。マー
クセンス方式の問題は小問に分かれており、出題範囲から基本的な問題がまんべんなく出
題されます。 
受験生の皆さんは、まず教科書の内容をしっかりと理解した上で、過去問題などを活用して
問題演習を充分に行ってください。 



2026 年度 出題の意図 
 

科目名：物理 「物理基礎, 物理(様々な運動、波、電気と磁気) 」 
 
高等学校の教育課程において習得した基礎学力を重視します。令和 8（2026）年度一般選抜
の試験問題は、原則としてこれまで実施してきた問題の傾向と大きく変わりません。出題範
囲全般について、特定の分野に偏ることなく学習することが大切です。解答のみの記述式問
題については、解答すべき内容を問題文からきちんと判断して解答できることが求められ
ます。単位を含めて記述する必要があるかないか・有効数字は何桁で解答すべきか等、問題
文から判断することが求められます。解答に至る過程を含めて記載する記述式問題につい
ては、根拠となる考え方をきちんと解答文に記述する必要があります。 
受験生の皆さんは、まず教科書の内容をしっかりと理解した上で、過去問題などを活用して
問題演習を充分行ってください。単に解答を覚えるのではなく、それぞれの問題について、
解答に至る考え方を理解することが重要です。 



2026 年度 出題の意図 
 

科目名：化学 「化学基礎,化学」 
 

高等学校の教育課程において修得した基礎学力を重視します。一般選抜において「化学」を
選択される方は、高等学校で「化学」を履修しておくことをお勧めします。 
2026 年度一般選抜の試験問題は、原則としてこれまで実施してきた問題の傾向と大きく変
わりません。高校で学んだ化学基礎・化学の範囲内で、その原理、法則が十分に理解されて
いるか、それらの原理、法則を使って物質の構造、性質、変化の仕方およびそれに伴う量的
変化を筋道立てて説明または計算することが出来るかを問う問題が中心となります。 
受験生の皆さんは、まず教科書の内容をしっかりと理解したうえで、過去問題などを活用し
て問題演習を十分に行ってください。 



2026 年度 出題の意図 
 

科目名：生物 「生物基礎,生物」 
 

高等学校の教育課程において習得した基礎学力を重視します。一般選抜において「生物」を
選択される方は、教科書の出題範囲をよく読んで勉強してください。 
2026 年度一般選抜の試験問題は、原則としてこれまで実施してきた問題の傾向と大きく変
わりません。教科書本文の基本的内容を理解した上で、囲み記事や欄外の注釈などにも目を
通してください。細かい用語をやみくもに暗記するのではなく、個々の知識を章ごとのテー
マにそって体系づける訓練をするとよいでしょう。試験問題は教科書の章末問題程度の基
本的な知識を問うものを中心に、やさしいものからやや難しいものまで取り混ぜてありま
す。まず、教科書の内容をしっかりと理解した上で、過去問題などを活用して問題演習を充
分に行ってください。 



2026 年度 出題の意図 
 

科目名：情報 「情報Ⅰ」 
 

高等学校の教育課程において修得した基礎学力を重視します。一般選抜において「情報」を
選択される方は、高等学校で「情報Ⅰ」を履修しておくことをお勧めします。 
2026 年度一般選抜の試験問題は、原則としてこれまで実施してきた問題の傾向と大きく変
わりません。コンピュータにおける情報の表し方や処理の仕組み、情報通信ネットワークの
仕組みなどの基本事項に関する知識を問う問題だけでなく、「思考力・判断力・表現力」を
測るため、アルゴリズム（処理手順）や問題のモデル化など、論理に沿って結論を導き出す
手順の実装に関する問題の出題を予定しています。 
受験生の皆さんは、まず教科書の内容をしっかりと理解したうえで、過去問題などを活用し
て問題演習を十分に行ってください。 



2026 年度 出題の意図 
 

科目名：英語 「英語コミュニケーションⅠ, 英語コミュニケーションⅡ, 論理・表現Ⅰ」 
 

高等学校までに学習した英語の基礎的な項目の定着度とその知識を運用する力を確認する
問題となっています。 
2026 年度一般選抜の試験問題は、原則としてこれまでの傾向と大きくは変わりません。英
語の基礎力の知識を問うことに加え、「思考力・判断力・表現力」を測るための設問も出題
されます。様々な形式の英語の文章をきちんと理解することに加え、理解した内容をさらに
応用する問題も出題する予定です。 
受験生の皆さんは、教科書の内容をしっかり理解し、その知識を運用できるようにしてくだ
さい。その上で、時間配分も考慮しながら、過去問題等で問題演習を行ってください。 



2026 年度 出題の意図 
 

科目名：英語（グローバル･メディア･スタディーズ学部独自問題） 
「英語コミュニケーションⅠ, 英語コミュニケーションⅡ, 論理・表現Ⅰ」 

 
高等学校の教育課程において修得した、基礎学力を重視します。具体的には、 
 
① 英文の大意を把握し、重要事項を読み取る力、 
② 英語で提示された図表から、情報を読み取る力、 
③ 空所に適語を補い、適切な英文を完成させる力、 
④ （書かれている）会話文を理解し、適切な応答文がどれかを判断したり、空所に適語を
補って会話文を完成させたりする力、等を測る問題の出題を予定しています。 
 
上記①～④はいずれも高校英語で修得する英語の範囲内の出題となります。 
受験生の皆さんは、まず教科書の内容をしっかりと理解した上で、過去問題などを活用して
問題演習を充分に行ってください。 
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